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「周期サービスというのは、外部イベントが発

生したことをフラグなどを見ながらぐるぐる回

るやつですね。今でも見掛けますよ」

「それを改善する方法としてＲＴＯＳの導入を

勧めると、タスク切り替えなどのオーバーヘッ

ドの時間を怖がる管理者が多かった。今でも、

処理が遅くリアルタイム性を欠いているのに、

これ以上ＲＴＯＳのオーバーヘッドの処理時間

が増えては困るということなんだね」

「う～ん、分かるような気がするな」

「でも、この管理者の対応は正しくないことは

分かるだろう？」

「そうですね、これでは何も変わらないですか

らね」

「その通り。先のあなたの対応はこれと似てい

ないか？」

と言われて、うすうす気がついたようだ。

「実際、そこで書かれているプログラムは、

ちょっと見ただけでも無駄な処理が目に付く。

だからＲＴＯＳのオーバーヘッドの処理時間分

ぐらいは、プログラムの処理構造を改良した

り、アルゴリズムを変えることで十分に稼ぐこ

とができる」

「それで、ＲＴＯＳのオーバーヘッドの時間を

吸収する作戦ですね」

「そうだ。状態遷移を“Switch文”の連続から

データテーブルにすれば、それだけでオーバー

ヘッド時間の何倍もの時間が稼げる」

「私の場合、グローバルデータを使用しない再

利用性の高い関数にすることで、呼び出しの前

後で余分な退避処理を不要にしたこともありま

す。１年前には、データ構造をテーブルからリ

ストにすることで、維持管理の処理時間を大幅

に減らしました」

「出来ているじゃないか。さっきの問題はこれ

と同じだろう」

先程よりも、かなり神妙な表情になっている。

そして、しばらくして顔を上げた時には、表情

が落ち着いていた。

「時間が足りないからと言って、本来実行され

るべきプロセスを省くのではなく、それを実行

するための時間を、他のムダに行われている作

業を改善することで稼いでくる必要があるので

すね」

「問題は、無駄な時間をどこに見つけるかだ」

「一つは、バグを減らすことですか」

「そうだね。バグの原因のほとんどはプロセス

にあるからね。ところで、バグや手戻り作業に

使った時間は把握しているかね？」

「ＣＭＭに取り組むということで、その種の

データも取るようになっています。先行する

チームのデータがもうすぐまとまりま

すので、それを参考にしてみます」

「参考にするって、どのように？」

と、再びいじめてみた。一瞬、立ち止

まったが、直ぐに体制を立て直して、

ＣＭＭの取り組みも、地道に組織の中に展開し

ているところと、表面的にレベル達成に走ると

ころと２つに分かれてきたようだ。表面だけを

取り繕っているソフト会社では、あと数年も経

てば皮がはがれると思うが、その間は、「レベ

ル？」という看板が、顧客を惑わすだろう。

今も、カウンターでＣＭＭのレベルが確認され

た組織のエンジニアが、不満をぶつけている。

「ねぇ、マスター。ＣＭＭってどうしてこんな

に大変なの？」

「店に来て、そうやってこぼすエンジニアは多

いけど。いったい何が大変なの？」

「だって、要件の変更があるたびに、その効果

や影響度を文書にしてレビューしなければなら

ないし、成果物をレビューすれば議事録とは別

にそこでの指摘事項をきちんとリストすること

が求められる。少しでも早く作業に戻りたいの

に、仕事が増えて困るよ。進捗管理でも、毎日

実施した作業の結果、そこで生み出した成果物

のサイズや、かかった工数を記録して遅れの状

況をリーダーに報告しなければならない」

「それって、当然の行為だろう？　今まで当然

の行為を省いていただけだろう？」

「ＣＭＭが現れるまでは、ソフトの設計だけを

やっていれば良かったのに。これって、ソフト

の設計に何の関係があるの？」

「じゃ、ＣＭＭの前はあなたの仕事はうまく

いっていたか？　納期は遅らせなかったのか？

　作業時間はオーバーしなかったのか？」

「いえ、そんなわけではありませんが、で

も・・・」

「私の経験から、ほとんどは習慣の問題だった

ね。新入社員に最初から要件管理や日々の進捗

管理を教えたときは、何の苦もなくこなしてい

た。それも仕事だと思ったからだろう」

「時間があるのなら良いですよ。でも、時間が

無いのです」

「時間が無いって、進捗管理もまともに出来て

いない状態では、どのような作業にどれだけ無

駄な時間が使われているか把握していないだろ

う。順序が逆だよ」

「でも、無理ですよ」

「そう、出来ないと思っている人には、一旦左

に回転した車輪を右の回転に変えるのは、簡単

ではないのだろうね」

「そうなんですよ」

「おいおい、そうなんですよって言っている間

に、何か方法を考えたらどうだね」

と責められて下を向いてコーヒーを啜ってい

る。どうやら、何も考えられそうもないので、

他のルートから入ることにしよう。

「昔のことだけど、ＣＰＵのスピードが今ほど

早くなくて、ＲＴＯＳ導入の敷居が高い時代

に、メインが周期サービスの制御構造を採用し

ているためにリアルタイム性が確保できないと

いう状況があってね」

39回め
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「原因プロセスを、要求、設計、実装と大きく

３つに分けて集計していますので、それぞれ手

戻りの時間が集計されると思います」

「なるほど、そうすると１件当りの浪費時間も

見えてくるね。ところで、このようなデータが

取れるのは何の効果かな？」

「はい、ＣＭＭに取り組んだ効果です」

やはり、覚悟は出来ていた。

「それまでは無かった？」

「ＱＡテストでのバグ件数は取れていました

が、それ以上はありませんでした」

「集計の結果は、おおよそ予想がついていると

思うが、具体的な数字が出てくると重みも違っ

てくるからね」

「そんな気がします。それが計測することの意

義でもあるのですね」

「そこから、必要なプロセスを省いたことで、

後の方でもっと多くの時間を求められたことが

分かるだろう」

「要求の仕様化プロセスが不十分だと、仕様の

変更が後を絶たず、要件管理の変更制御に何倍

もの時間をとられ、そのレビューを省けば、修

正欠陥のバグが加わってもっと多くの時間が取

られることが明らかになれば良いと思います」

「そうやって、あなたたちは時間を失った」

「ところで、仕様化プロセスが不十分だと分

かったときにどうする？」

「う～ん、もっと細かく仕様化する、といって

もマスターには通用しませんよね」

「頭では“分かった”と思っても、それを裏付

ける“技術”がないと実現しないよ」

「１年ほど前に、マスターから要求の仕様化の

話しを聞いたことがあるのですが、その時のメ

モを今夜読み返してみます」

「話しを聞いたときに、小さくやっておけば良

かったのに」

「はい、今になって後悔しています。その瞬間

に“小さく試行する”という意味も、いま分か

りました」

「現状、必要なプロセスが実行できていない理

由は、それを実行するための技術が足りないこ

との方が多く、そのために後のプロセスに時間

がとられてしまう。時間が無いからというの

は、たいていはその結果の現象だよ」

「と言うことは、レビューも同じなんでしょう

ね。レビューを上手く進めるための技術が不足

しているために、そこで発見すべき欠陥を見逃

してしまい、あとでもっと多くの時間がかかっ

てしまう」

「半分は合っているが、レビューの場合は、そ

れとは違う理由も存在するよ」

「違う理由？　レビューの対象になっている成

果物の問題ですか？」

「そうだ。何でもレビュー出来るわけではない

からね。中間成果物もうまく作らないとレ

ビュー出来ないからね」

「その“中間成果物”をどうするかで、いまメ

ンバーの中で問題になっているんですよ」

「“時間がない”という中で中間成果物の有効

性が見失われているんだね」

　　　　　　　　　　　（つづく）　　■

“時間がない”というのは、必要なプロセ
スを省いた結果の現象で、技術を補って、
そのプロセスをカバーするしかない。

◆

◆

◆

◆

◆

◆
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も
通
常
の
ビ
ル
の
出
入
り
口
と
同
じ
レ
ベ

ル
で
あ
る
。
回
転
ド
ア
の
性
質
や
重
量

と
、
こ
の
ビ
ル
が
子
供
も
含
め
た
多
く
の

人
が
出
入
り
す
る
商
業
施
設
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
上
部
の
セ
ン
サ
ー
の
設
置

位
置
は
、
明
ら
か
に
考
慮
不
足
で
あ
る

し
、
横
の
セ
ン
サ
ー
も
十
分
で
は
な
い
。

設
置
後
の
テ
ス
ト
も
、
明
確
な
テ
ス
ト
項

目
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
業
者
任
せ
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
◎
　
―
　
◎

　
実
際
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
毎
週
の
よ
う

に
事
故
が
発
生
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
根
本
的
な
対
応
策
を
講
じ
ず
に
、
こ

れ
ま
で
「
使
用
者
」
の
注
意
に
す
り
替
え

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
に
上
げ
た
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
対
応
と
同
じ
で
あ
る
。

挟
ま
っ
た
の
が
バ
ッ
グ
だ
っ
た
ら
、
お
そ

ら
く
安
全
装
置
は
働
か
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
数
ト
ン
も
の
力
を
受
け
て
バ
ッ
グ
は

無
残
に
引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

も
、
乗
り
手
の
不
注
意
で
済
ま
せ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
◎
　
―
　
◎

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
安
全
性
に
対
し
て

設
計
者
が
ど
こ
ま
で
対
応
す
る
か
だ
が
、

ど
う
や
ら
、
設
計
者
や
組
織
の
都
合
で
、

そ
の
時
点
で
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
で
「
線

引
き
」
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
求

め
ら
れ
て
い
る
「
安
全
性
」
と
い
う
要
求

に
対
し
て
、
具
体
的
に
定
義
さ
れ
た
だ
ろ

う
か
。
ハ
ブ
に
し
ろ
、
回
転
ド
ア
に
し

ろ
、
ど
の
よ
う
な
事
が
起
き
て
は
な
ら
な

い
の
か
を
明
確
に
す
れ
ば
、
安
全
の
基
準

（
＝
要
求
）
は
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

　
　
　
　
◎
　
―
　
◎

　
今
回
の
事
故
で
、
回
転
ド
ア
の
安
全
基

準
の
制
定
に
政
府
が
乗
り
だ
す
よ
う
だ

が
、
政
府
に
決
め
て
も
ら
わ
な
い
と
作
れ

な
い
の
か
と
言
い
た
い
。
逆
に
、
政
府
の

　
最
近
の
世
の
中
は
危
な
く
て

仕
方
が
な
い
。
い
や
、
そ
れ
よ

り
も
、
人
び
と
が
無
責
任
す
ぎ

な
い
か
。
走
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク

か
ら
外
れ
た
タ
イ
ヤ
が
飛
ん
で

く
る
し
、
ビ
ル
の
回
転
扉
の
安

全
装
置
は
い
い
加
減
だ
し
、
商

店
街
の
ビ
ル
の
解
体
工
事
で

は
、
幕
の
向
こ
う
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
が
歩
道
に
崩
れ
る

始
末
だ
。
医
療
ミ
ス
は
無
く
な

ら
な
い
し
、
社
会
全
体
が
完
全

に
緩
ん
で
い
る
。

　
◎
　
―
　
◎

　
ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ブ
の
破
損
に
よ
る
車
輪

の
脱
落
事
故
で
は
、
突
然
転
が
っ
て
き
た

タ
イ
ヤ
に
命
が
奪
わ
れ
る
事
故
も
発
生
し

て
い
る
。
走
っ
て
い
る
最
中
に
外
れ
る
の

だ
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
動
車
自
身

を
追
い
越
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド

で
転
が
る
た
め
、
自
動
車
に
撥
ね
ら
れ
る

以
上
の
衝
撃
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
う
え
、
歩
道
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
、

音
も
な
く
タ
イ
ヤ
が
飛
ん
で
く
る
と
は
誰

も
考
え
な
い
た
め
に
、
構
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
第
一
、
そ
ん
な
可
能
性
を
考
え

て
い
て
は
道
は
歩
け
な
い
。

　
　
　
　
◎
　
―
　
◎

　
こ
の
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
過
去
に
三
〇

件
以
上
の
脱
落
事
故
を
把
握
し
て
い
た
の

に
、
整
備
時
に
発
見
す
べ
き
問
題
と
し
て

突
っ
ぱ
ね
て
き
た
が
、
警
察
の
捜
査
の
手

が
及
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
設
計
ミ
ス
を
認
め

る
記
者
会
見
を
行
い
、
急
遽
リ
コ
ー
ル
の
手

続
き
を
取
っ
た
。
も
し
、
警
察
の
捜
査
が
進

ん
で
い
な
か
っ
た
ら
、
今
ま
で
同
様
に
整
備

時
の
問
題
で
押
し
通
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
後
輪
の
ハ
ブ
で
も
破
損
を
認
識
し
て
い

た
事
実
を
捕
ま
れ
た
こ
と
で
、
追
加
の
リ

コ
ー
ル
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
会
社

の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

　
　
　
　
◎
　
―
　
◎

　
ハ
ブ
が
破
損
す
る
可
能
性
は
、
現
場
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
か
ら
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
い
う

報
道
も
あ
り
、
日
本
の
企
業
組
織
に
共
通
の

暗
部
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。
日
本
で

は
、
肩
書
き
や
立
場
を
離
れ
て
本
当
の
意
味

で
の
「
レ
ビ
ュ
ー
」
が
出
来
て
い
る
企
業
は

ど
れ
だ
け
あ
る
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
組
織
で

は
、
誰
の
設
計
か
に
よ
っ
て
は
「
レ

ビ
ュ
ー
」
の
場
で
「
意
見
」
で
き
る
状
態
で

は
な
く
な
る
。
た
と
え
意
見
で
き
て
も
、

「
そ
ん
な
事
は
起
き
な
い
」
「
起
き
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
対
応
し
て
も
ム

ダ
」
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
論
法
が
通
っ
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
、
日
本
で
は
、
誰
か
の
命

が
失
わ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
何
も
動
か
な
い
と

い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
◎
　
―
　
◎

　
こ
の
対
応
の
悪
さ
が
、
六
本
木
の
ビ
ル
の

回
転
ド
ア
の
事
故
で
は
、
つ
い
に
子
供
の
命

を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
果
し
て
、
こ
の
ビ
ル

の
回
転
ド
ア
は
、
安
全
性
に
つ
い
て
明
確
な

「
要
求
」
が
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ビ
ル

の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
回
転
数
は
明
ら
か
に

早
す
ぎ
る
し
、
設
置
さ
れ
て
い
る
セ
ン
サ
ー

音音

　
今
回
の
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
へ
の
派
遣

を
機
に
、
日
本
の
進
む
道
を
考
え
直
す

た
め
に
、
し
ば
ら
く
振
り
に
岡
倉
天
心

の
「
茶
の
心
」
を
本
棚
か
ら
取
り
出
し

て
、
「
文
明
国
」
と
い
う
称
号
が
、
他

国
へ
の
侵
略
を
前
提
と
す
る
な
ら
、

「
野
蛮
国
」
の
ま
ま
で
い
た
ほ
う
が
良

い
、
と
い
う
下
り
を
読
み
直
し
て
み
ま

し
た
。
関
連
し
た
記
事
を
Ｓ
Ｃ
だ
よ
り

二
六
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
そ
ち

ら
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
や
は
り
、
日

本
の
取
る
べ
き
選
択
肢
は
、
他
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
「
さ
す
が

日
本
」
と
言
わ
れ
る
方
法
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
政
府
は
、
「
文
明
国
」

の
仲
間
に
入
る
た
め
に
、
何
か
無
理
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

基
準
に
適
合
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
で
起
き
る

事
故
は
、
す
べ
て
使
用
者
の
責
任
と
な
り
か

ね
な
い
。

　
　
　
　
◎
　
―
　
◎

　
こ
の
問
題
を
根
本
的
に
改
善
す
る
に
は
、

損
害
賠
償
の
制
度
を
拡
充
し
て
、
高
額
の
損

害
賠
償
が
請
求
で
き
る
制
度
や
、
今
回
の
事

故
の
よ
う
に
、
認
識
で
き
た
時
点
以
降
で
の

事
故
に
対
し
て
は
無
制
限
の
懲
罰
的
賠
償
が

請
求
で
き
る
制
度
を
設
け
る
ほ
う
が
、
社
会

は
良
く
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
発
で

会
社
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
ぐ

ら
い
で
な
い
と
、
結
局
は
、
消
費
者
や
利
用

者
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
。
日
本
の
組
織
が
、

「
リ
ス
ク
」
の
状
態
で
は
動
か
な
い
姿
勢
を

変
え
る
に
は
、
「
懲
罰
」
し
か
な
い
。
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も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
施

設
の
開
発
の
ど
こ
か
に
無
理
が
合
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク

の
場
合
も
そ
う
だ
が
、
経
営
に
無
理
が
あ
る

と
、
「
リ
ス
ク
」
に
は
対
応
さ
れ
な
く
な

る
。
ド
ア
の
回
転
数
を
上
げ
た
の
も
、
商
業

施
設
と
し
て
少
し
で
も
多
く
の
人
を
吸
い
込

み
、
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
早
く
テ
ナ
ン

ト
で
埋
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
「
リ
ス
ク
管

理
」
は
無
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は
り
無
制
限

の
懲
罰
賠
償
制
度
し
か
な
い
。
　
　
　
◆

　
読
み
進
ん
で
い
る
う
ち
に
、
標
記
の

文
章
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
茶
道

で
の
処
し
方
と
、
人
生
と
い
う
中
で
の

処
し
方
を
重
ね
た
も
の
で
す
が
、
仕
事

の
場
面
で
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
り
ま

す
。
今
風
に
い
え
ば
、
「
部
分
最
適
」

よ
り
も
「
全
体
最
適
」
を
見
失
う
こ
と

を
戒
め
て
い
る
と
も
読
め
ま
す
し
、
自

己
主
張
で
は
な
く
「
劇
」
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
「
釣
合
い
」
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
、
そ
の
な
か
で
、
自
分
の
役
割

を
演
ず
る
こ
と
を
よ
し
と
し
て
い
る
の

で
す
。
仕
事
、
あ
る
い
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
「
劇
」
に
見
立
て
れ
ば
、
そ
こ
で

何
ら
か
の
「
役
」
を
持
っ
て
参
加
し
て

い
る
人
た
ち
の
取
る
べ
き
行
動
が
、
こ

こ
か
ら
見
え
て
き
ま
せ
ん
か
。

「
現
世
の
劇
を
成
功
さ
せ
る
秘
訣
は
、
す
べ
て
の
物
の
釣
合
い

を
保
ち
、
自
己
の
位
置
を
失
わ
ず
し
て
他
に
譲
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
自
分
の
役
柄
を
立
派
に
演
ず
る
た
め
に
は
、
そ
の
劇
の

全
体
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
人
と
い
う
概
念
の
中

で
、
全
体
と
い
う
概
念
は
決
し
て
見
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
」
　
　
　
（
岡
倉
天
心
「
茶
の
心
」
よ
り
）

懲罰賠償制度の必要

今月の一言


